
R03P4_1計画シート 

単元ごとの指導と評価の計画・記録シート 

科目名 物 理 学年類型 ３年理系 単位数 ４単位 １校時時間 65分 

単元名（小項目名） 電流と磁界（交流） 予定時間 ７時間 

単元（小項目）の観点ごとの評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・交流電源に対するさまざまな素

子単体及び素子が組み合わされ

た回路の応答を理解し，インピ

ーダンスを計算できる。 

・共振回路や電気振動の様子を理

解している。 

・変圧器の仕組みと構造を理解し

ている。 

・電磁波の性質とその利用を理解

している。 

・交流回路のインピーダンスにつ

いて計算やシミュレーションな

どを用いて求められる。 

・電気振動の様子などを図示して

分かりやすく示すことができ

る。 

・電磁波の身近な応用例につい

て，どのような性質を利用して

いるかを理解し，説明できる。 

・交流回路における各種の計算方

法について，説明・発表しよう

としている。 

・交流回路における電流の変化の

様子などについて，図示化し，

周りに説明しようとしている。 

・電磁波の身近な応用例などにつ

いて，積極的に調べ，発表しよ

うとしている。 

 

時間 授業のねらい・学習活動 
重点項目・記録 評価規準とその手段 

知技 思表 主態 授業チェックと改善方法 

１ 

・交流の発生原理を理解する。 

〇   
・交流電源の電圧を三角関数で表せる。 

質問対応の時間を設けた。 

２ 

・交流電源に対する素子単体の応答を理

解する。 
◎   

・各素子のリアクタンスを正確に計算で

きる。 

質問対応の時間を設けた。復習課題を

課した。 

３ 

・交流電源に各種素子を複数接続した回

路の電源に対する応答などを理解す

る。 

〇   
・回路のインピーダンスを計算できる。 

質問対応の時間を設けた。 

４ 

・交流回路に対するシミュレーションを

通して，物理現象の理解に対する科学

的なアプローチの方法を理解する。 

 

 ◎  

・科学的な考察を基に，シミュレーショ

ンの方法を工夫している。 

提出物に対して，コメント付きで返却

した。解説動画を作成した。 

５ 
・電気振動の原理を理解する。 

 〇   
・電気振動の様子を図示できる。 

質問対応の時間を設けた。 

６ 

・変圧器の仕組みを理解する。 

〇   

・変圧後の電圧を計算できる。 

質問対応の時間を設けた。 

７ 

・電磁波の原理や利用例について理解

し，利用例をまとめる。 

  ◎ 

・電磁波の応用例について，どのような

原理が用いられているに着目して説明

しようとしている。 

・分かりやすくまとめようとしている。 

質問対応の時間を設けた。復習課題を

課した。 

※重点項目について，「◎」は総括の資料とするもの，「○」は，総括の資料とせず，不満足な場合は

何らかの指導を行う。 

 

 


